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柔道における競技分析的研究

野瀬

Ⅰ 目 的

近年,ヨーロッパ諸国を中心に海外における

柔道の普及が進み,毎年,ヨーロッパ選手権大

会を始め多くの国際大会が,盛大に開催されて

いる｡これにともない外国柔道選手の競技力も

飛躍的に向上し,我が国と肩を並べるに至って

いる｡このような状況の中で,最近開催された

世界選手権大会,国際大会をみると,監督, コ

ーチの他に専門的に分化されたスコアラーの存

在が多く見受けられる｡スコアラーは,競技内

容,得点等の経過記録を全て記録しコーチに手

渡すという役割を果たし,映像を記録する者と

は全く別個の働きをしている｡この諸外国のス

コアラーによる敵密な競技分析が,国際大会に

おける日本選手の不振と関わりがあることが,

最近,指摘されるようになってきた｡しかし,

我が国では,いまだにこのシステムの内容が明

らかにされていない｡ビデオ,16mm等の視覚を

通してのみの対策は,技術分析的な傾向が強く,

技術発現の/くターンを構造的に解析したり,運

動経過を全般的にとらえるには,時間的な制

約を受け困難な面が多い｡これまで数多く行わ

れてきた柔道の競技分析的研究は,試合内容を

16m皿カメラ,Ⅴ.T.良.等に記録させ,後日分析す

るという研究が多かった｡例えば大滝 (1953)1)

は,施技数と技の傾向を分析し,体格と試合成

蘇,得意技の関係が大きいことを報告している.

松本たち (1974)2)紘,全日本選手権大会におけ

る施技数,防禦法,試合場の使い方,左利きの

実態,ロスタイムを明らかにしている｡川村た

ち (1977)4)は,世界選手権大会における競技分
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折を行い,上位国間の力は急速に接近してきて

いるが,依然下位国との差は大きいと指摘して

いる｡杉山 (1977)3)は,投技における微細動作

分析を行い,試合場での移動の方向,組み方等

の研究より,技術水準が高まるにつれ多様で複

雑な動きが多くなることを報告している｡比較

的最近では,竹内たち (1980)5)の嘉納治五郎杯

国際大会の施技数,組み方,防禦法の分析があ

り,外国選手の方が日本選手より施技の種類も

多く,組み方も多様であり,体力を利用して防

禦する者が多いとの報告がなされている｡

以上をみると,総体的な傾向をみた研究が多

く,個々の選手の特徴をとらえた競技分析は全

く行われていない｡そこで,本研究では,ヨー

ロッパ柔道の上位国であり,オリンピック大会,

世界選手権大会で常に入賞者を出しているポー

ランド･ナショナルチームの使用しているスコ

ア用紙(表 1)を参考に,-ッドコーチ,Ryszard

Zieniawa氏より指導を受けた方法を用いて,国

内主要大会の競技分析を行い,外国の競技分析

法を知る一助としようとした｡

また,1980年 5月1日付で国際試合審判規定

の影響により改正された,講道館柔道試合審判

規定のロスタイムの問題についても取 りあげた｡

この改正によりロスタイムの取 り扱いが大きく

変わ り,全日本選手権大会,国民体育大会等の

国内主要大会の試合時間も次々に改正されたが,

その後ロスタイムの分析は,ほとんど行われて

おらず,試合内容にも大きな影響をあたえてい

るという観点からも興味が持たれるものである｡

ⅠⅠ 方 法

1983年4月29日,日本武道館で開催された全

日本柔道選手権大会に出場した36選手の35試合

および1983年 6月6日,日本武道館で開催され
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表1 ポーランドチームのスコア用紙

ArkuszobserwacJIWalkjudo

(NazwISko-krol)

Lp. Nazwatechniki C2;aS Sumo Czas
Sumo1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2

3 4 5 6 7 8 9 101 UCHIMATA

2 OSOTOGARⅠ

3 SEOINAGE

4 HARAlGOSHl

5 TSURlKOMlGOSHⅠ

6 TAⅠOTOSHⅠ

7 OUCHⅠGARl

8 KOSOTOGARⅠ

9 KOUCHIGARI

10ASHⅠWAZA

llTOMOENAGE

12

13

14

15OSAEKOMI

16

17SHlMEWAZA

18

19UDEHⅠSHⅠGlJUJlGATAME

20

[｢

⊂atak:l ataktechnlCZny‥+ prawleWaza-arl:‡ waza.-arュ:W lppOn:P

.Obserwowal: NazwIS

koiimieDratPISIT2

:am.195n.5000た全日本学生

柔道体重別選手権大会95kg超級に出場した

25選手の24試合を対象に表2のスコア用紙

,表 3のロスタイム用紙に競技内容を記入する方法をとった｡同時にⅤ.T.R.に両大会を収

録し後日スコアの検定,分析を行ない,結果を

松本らの1970,1971年全日本選手権

の分析と比較した｡また,全日本選手権で決勝戦に進出し



階 級/60,65, 71, 78. 86, 95. 95超,蘇

表2 スコア用紙

日 時 年 月 日 記 録 者

Nu 技 名 選手名 ll 対戦

著名時 間 (分) 施技数 時 間 (分)
【施技数1 2 3 4 5 6 7

1 2 1 3 4 5 6 71 背 負 投

2 体 落

3 釣 込 腰

4 払 腰

5 内 股

6 支 釣 込 足

7 大 外 刈

8 大 内 刈

9 ′Jヽ 内 刈

10 小 外 刈

ll 巴 投

12

13 -

14

15 抑技 】

16

17 絞技 l

18

19 関節技卜

20

反 則

合 計

右 技=l

左 技-i教育的指導 K S 効 果 +

有 効 ≒ 技 有 W 一 本 p

指 導 S 注 意 C 警 告 K

反則負 H表3 ロスタイム用紙選手名 ( )選手名1 試合時間 】牛糞副

査副塞･ まて - はじめ ≡豊芸 孟 芸≡ KsS芸喜的指導 C注意 K警告そ
のまま--よし (つでBflむPライム 内



-しつつあると考えれる.施技数と勝敗の関係

については,施技数の多い者が勝 った試合

23(65.7%),敗れた試合 9(25.7%)で残 りの

試合は施技が全 く同数であった｡これは積極的

な攻撃が効果をあげているものと考えられる｡

表4 1983年 全日本選手権大会における施技

施技数 有効技 ポイントの
内訳効果 有効

技有 一本内 股 80 5 3 2

大 外 刈 77 4 2

2一本背負投 6

2 0大 内 刈 60 2 1

1支釣 込 足 57 4 2 2

小 内 刈 50 1

1払 膿 37 3 1

2足 払 23 0
中 外 刈 22 1 1

背 負 投 20 2 2

体 落 20 0

払 巻 込 10 4 3 1

巴 投 6 0
釣 込 渡 4 ..0
肩 車 3 0
横 捨 身 2 0
掬 投 1 0
谷 蒔 1 0

横四

方固 5 4 1 3送り

えり絞 5 2 2上四方 固 3 1

1縦四方 固 2 1

1腕が らみ 2 1

1崩上四方固 1 1 1

け さ 固 1 1 1

腕十 字 固 1 1 1

腹 圃 1 0計 556 38 ll 10 17

敗れた試合では,返し技による敗戟があり,棉

手の変化に対しても十

分留意した攻撃が必要であるといえ

よう｡全日本学生選手権大会

の全施技を表 5で示した｡総施技数は362回であり,一試合平均

15.1回の施技が行われている｡一本勝ちは9試合であ

り,全日本より少ない割合であっ

た｡技別では内股が群を抜いてお

り83回,次いで大外刈,払膜,体落,大内刈,背負投の順であっ

た｡ポイソトとなった技をみると中外刈が最も多く,国

表5 1983年 全日本学生
体重別選手権大会にお

ける施技施技数 有効技 ポイントの内訳
効果 有効

技有 一本内 股 83 3 2I

1大 外 刈 44 2 1

1払 腰 38 2 1

1体 落 35 3 2

1大 内 刈 3

2 3 2 1背 負 投 31



技は少ない｡施技数と勝敗との関係では,施技

数の多い者の勝った試合14(58.3%),敗れた試

合8(33.3%)で全日本選手権同様,攻撃的な

柔道が有利であるという結果であった｡両大会

を比較してみると,全日本選手権大会では体重

無差別であるということを含めても,施技数が

多くの技に分散しており,選手の完成度の高さ

を思わせた｡他方,学生選手権大会は大型選手

の得意技といわれる技に施技が集中しすぎ,技

術の矯正が必要であるといえよう｡また,松本

らの全日本選手権1970,1971年大会の分析でみ

られなかった払腰,払巻込が今回は両大会とも

上位をしめた｡これは,近年,組み方,姿勢が

大きく変わってきているため払腰系の技が効を

奏するものと思われる｡

2.組み方

全日本選手権大会では,右組みを得意とする

老16名,左組みを得意とする老20名であり,成

人における左利きの割合は一般に約5%といわ

れるのに対して非常に多い割合であった｡対戦

の内容では,右対左の試合が15,右対右6,左

対左14という結果である｡右対左の対戦で右組

みの者が勝った試合はわずかに3試合であった｡

全日本学生選手権では,右組みの老12名,左

組みの者13名で,ここでも左組みを得意とする

者が多かった｡対戦の内容は右対左の試合15,

右対右3,左対左15で右対左の試合で右利きの

者が勝った試合は4試合であった｡それぞれの

組み方と施技数の関係では,特に傾向はみられ

なかった｡徒手格闘技では左利きが有利である

といわれ 柔道でも通説となっている｡しかし,

今回の両大会では,左利きの選手が多すぎるよ

うに思われる｡柔道は左組みで行っても,日常

生活は右利きであるという者が圧倒的に多く,

左利きのため左技を掛けるという者はまれであ

るという事実からみると,指導者のアドバイス

等によって左組みになったり,怪我のため左に

変える等の理由が考えられるが,今後さらに追

求する必要のある課題といえよう｡

3.反 則

講道館審判規定 (国内のみ)と国際審判規定

には若干の違いがあり.国内規定では注意以上

が表示され,国際規定では指導以上が表示され

る｡しかし,国内規定でも指導以上は所定の動

作で宣告されるので今回は指導以上を扱かった

全日本選手権大会で積極的戦意に欠けるとし

て指導を受けた者は,延べ人数で21名であり,

13試合で反則が宣された｡反則の多い時間帯と

しては,3分～4分が最も多く11回,次いで2

分～3分 (5回),4分～5分 (4回)の順であ

った｡

全日本学生選手権大会では,22名が戦意に欠

けると反則を受け12試合で反則がみられた｡反

則を多く受ける時間帯は,1分～2分,2分～3

分,3分～4分がそれぞれ5回と多かった｡全

日本学生の方が試合時間前半に反則を受ける回

数が多く国際規定の影響がみられた｡反則と勝

敗については,特に傾向が見られず,反則を受

けた者と受けなかった者の施技数にも差はなか

った｡これは,反則を受けることにより積極的

攻撃をするようになるためと考えられる｡

4.上位3選手の競技内容分析

Y.Y選手とH.S選手が対戦した全日本選手

権大会決勝のスコアを記録したものが,表6で

ある｡試合時間は10分間でY.Y選手の僅差によ

る判定勝ちという結果であった｡施技数は勝者

のY.Y選手が3回多く,試合時間を通して安定

した攻撃を続けている｡注目すべき点は,総施

技数の半数が大外刈であり,一つの技-の片寄

りが見られることである｡5試合中3試合は大

外刈から施技を開始しており,最も得意な技と

いえるであろう｡しかし,試合の後半3分間は

全く大外刈は掛けず他の技を施している｡これ

は,大外刈が返されやすいことから,前半の攻

勢を保って試合を終了させたいという戦法であ

ろう｡大会前不調が伝えられたY･Y選手である

が,それを考慮に入れても投技より国技を得意

としていることがこのスコアからもうかがえる｡

一方,H.S選手は施技数は少ないものの技の種

類は多く幅の広い攻撃を展開している｡しかし,

試合時間内の施技のバランスが悪く2分から7

分の間に施技が集中しており,開始から2分間

および7分から8分,9分から10分の間は全く

施技が見られない｡過去,Y.Y選手と6回対戦
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大 会 名 全日本選手権大会

表6 1983年全日本選手権大会決勝

日時 S58年4月29日

階 級 / 60, 65, 71, 78, 86, 95, 95超, ㊨

記録者 TiA,Y.Y,M.N

Na 技 名 選手名 Y . Y 回O- 匝 戦者名 H . S
極時 間 (分) 施技数 時 間 (分)
施技数1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2

3 4 5 6 7 8 9 101 背 負 投

2 体 落

A 13 釣 込 腰

4 払 腰

i_ 15 内 股 A A 2 i ~1 1
6 支釣込足 A

1 ∫7 大 外 刈 日 目上iii A 9 lii V
48 大 内 刈 iⅥ AAi 5 Ai/
29 小 内 刈 iA

i上と 510 小 外 刈 ＼
ll 巴 投 /
12足 払 A 1

と 113

14

15 抑技 l
16

17 絞技 】
18

19関節封
20

反 則 S C S

C合 計 18

15右 技=l 効 果 + 有 効 ≒

左 技-と 指 導 S 注

意 C教育的指導 KS 連絡技 -し3
回も反則で敗れているH.S選手は,施技のバ

ランスという課題を克服しない限り勝利をあげ

ることは困難であると思われる｡Y.M選手

の全日本学生大会の決勝のスコアを表7で示した｡試合時間



表7 1983年全日本学生体重別選手権大会決勝
大 会 名 第2回全日本学生柔道体重別選手権大会

階 級 / 60, 6 5, 71, 78, 8 6 , 9 5, 9 5超, 無

日 時 58 年 6 月 5 日 記 録 者 Y.Y T.A M.N

ド 技 名 選手名 Y . M E左I○- 対戦者名 M ..
T 左時 間 (分) 施技数 . 時 間 (分)

施技数1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

1 背 負 投

2 体 落

3 釣 込 腰

4 払 渡

5 内 股 A 1

6 支 釣 込 足 ′L 1

7 大 外 刈 り と 2

と 18 大 内 刈 と A
/ 29 小 内 刈

10 小 外 刈 /
ll 巴 _ 投

6'47" /12 払 巻 込 P 1 と

113 足 払 A A i 3 と /
114 大 外 返 i 1

15 抑技 l

16

17 絞技 F

18

19 関節技 l



表8 ロスタイムの総計と内容

全 日 本 選 手 権 大 会 全日本学生体重別選手権大会(95k9超

)回数 秒 1回あたりの 時 間 時 間% 回数 秒 1回あたり

の 時 間 時 間%場 外 134 1263 p9.43 48.5 119

1010 8.49 48.2(立技) (120) (1099) (9.16) (42.2)

(103) 808 (7.84) (38.6)(寝技) (14) (164) (ll.71) (6.3)(16) 202 (12.63) (9.6)

静 止 68 532 7,82 20.4 25 195 7.80 9

.2(立技) ( 9) ( 79) (8.78) (3.0)( 1) 8 (8 ) (0.

3)(寝技) (59) (453) (7.68) (17.4)(

24) 187 (7.79) (8.9)消極的反則 21 240 ll.43 9.2 15 154 10.2

7 7.4反 則 1 ,10 10 0.4 1 10 10

0.5服 装 4 121 30.25 4.6

12 320 26.67 15.3怪 我 6 343 57.17 13.2 10 369 36.90

17.6そ の 他 8 96 12 3.7 4 38 9.50 1.8

計 242 2605｢ 完 ㌃ 10
0.0 186 2096 ll.27

100.0みると後退することは敗北を意

味するといえよう｡図の中央はH.S選手の施

技の方向である｡後方向,左前隅方向に施技が

集中しており,他方向の技はまれである｡左後隅

には大外刈,右後隅には大内刈,小内刈を掛け,

左前隅には,内股,体落,背負投と施技の種類は

豊富であるが方向は一定している｡相手を崩す

方向によって技を整理しなおす必要があるが,

現在の得意技を再検討すれば十分であろう｡図

の右はY.M選手の施技の方向を示したもので

ある｡Y.M選手のみ両大会に出場し上位進出

をはたしたので,他の2選手より試合数が多く

施技数も多くなっている｡左方向を除けば各方

向に技を掛けており,後方向には大外刈,左前

隅には払膜,払巻込,内股,右前隅には支釣込足

,右方向には送足払,出足弘と3名の中では最

もバランスのとれた施技方向である｡このように施技の方向

ではY･M選手がバランスの良い攻撃方法を取っ

ており,対戦相手からみると防禦のしにくい選

手である｡3名の中ではこの選手のみが立技を

中心とした攻撃法をとり,他の2名は国技にも

大きなウェイトをおいているといえる｡5.ロ

スタイム主審が ｢はじめ｣と宣告して試合が開始さ

れ,｢それまで｣と宣告し試合終了を告げるまで

の経過時間のうち,時計係が時計を停止させた

すべての時間がロスタイムとなる｡すなわち主審

が｢まて｣｢そのまま｣等の合図で時計係に
試合の停止を告げ,｢はじめ｣｢よし｣の合図
で試合が再開されるまでの時間は試合時間に含まれ

ない｡両大会のロスタイムの総計と試合が停止

された回数



平均所要時間は8分13秒であった｡最も時間を

要した試合は2回戦の10分12秒であり,最短時

間で終了した試合は7分12秒であった｡試合時

間を多く要している試合は,怪我の治療が原因

としてあげられ,早く終了した試合は場外に出

る回数が少なく,寝技の攻防をするものが多か

った｡松本たちの報告では試合時間は8分間で,

ロスタイムは1試合平均1分9秒であった｡所

要時間の7.9%がロスタイムであるが,今回の大

会では6分間の試合で2分13秒,36.6%がロス

タイムの割合いであった｡一般的にロスタイム

と試合の時間の関係は試合時間が長くなれば,

ロスタイムも多くなると考えられるが,今回は

それに反した結果であった｡これは前回分析の

大会では ｢まて｣から ｢はじめ｣までの問が試

合時間に含まれていたためと考えられる｡審判

規定改正後,全日本選手権の試合時間は2分間

短縮されたが,ロスタイムの割合からみると6

分間は短縮しすぎで全日本選手権の試合時間は

7分間が適当と思われる｡

全日本学生選手権の試合時間は国際審判規定

に準じて5分間で行われ,準決勝,決勝戦は7

分間であった｡5分間で行われた21試合のうち

13試合は試合時間終了まで継続された｡これら

試合の平均所要時間は6分58秒であった｡最も

時間を要した試合は9分36秒であり,最短時間

で終了した試合は5分58秒であった｡全日本と

同じくロスタイムの増加がみられ所要時間の

21.9%は試合時間から除かれていた｡また,両

大会の決勝,準決勝戦で最も時間を要した試合

紘,全日本選手権決勝の13分10秒,全日本学生

の9分58秒であった｡

試合を停止させロスタイムとなった原田をみ

ると,立技や寝技の進退体さばきで場外に出て

しまう,競技者の動きが止まり進展がない,積

極的攻撃をみせず防禦体勢を続ける,反則をお

かす,服装が乱れ競技に影響が出る,怪我のた

め試合を中断しなければならない等があげられ

た｡その他の項目には審判員の合議,指示,宣

告の確認などが含まれている｡

全日本選手権で試合が停止された回数は242

回で場外に出たためのものが最も多く,次いで

静止,消極的反則の順であった｡項目別の時間

をみると場外,静止,怪我の順で怪我,服装の

時間は他より1回あたりの時間が長くかかって

いる｡松本たちの報告では1試合あたりの場外

回数が9.1回であったのに対し,今回は3.1回と

大幅に減少している｡これは審判規定の改正に

よりレッドゾーンがもうけられ場内外が明確に

されたことや場外際での施技が厳しく罰せられ

るようになったことが原因としてあげられ,ル

ールの改正が効を奏しているといえる｡しかし

ロスタイムの総計のうち48.5%は場外-出たた

めであり今後さらに検討を要するものである｡

全日本学生で試合が停止された回数は186回で

あり,その原因は場外,静止,消極的反則,脂

蛋,怪我の順であり,時間の割合では場外,怪

戟,服装が多くなっている｡全体を通してみる

と全日本と同傾向の結果といえよう｡

Ⅳ 要 約

全日本柔道選手権,全日本学生柔道選手権大

会の競技内容をヨーロッパで用いられている方

法を参考に分析した｡

結果は次のように要約できる｡

1.施技数の多い者が勝利を得ている試合が

多く,施技内容では背負投,払腰,払巻込

の増加がみられた｡

2.組み方は半数以上が左組みを得意として

おり,左組み有利の傾向がみられた｡

3.積極的戦意に欠ける反則を受けている者

が多く,国際規定で行われた大会で早い時

間に多くの反則がみられた｡

4.個人の競技分析で施技数と時間経過では,

Y.Y選手が良い成績を示し,施技方向では

Y.M選手がバランスのとれた方向を示し

た｡

5.ロスタイムは増加の傾向がみられるが,

場外に出る回数は大幅に減少していた｡

6.ロスタイムの50%近くは場外へ出たため

おこり,次いで静止,積極的戦意に欠ける

反則,怪我の治療,服装の乱れが多くみら

れた｡
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AstudyofanalyticalmethodonJudomatches

SeikiNosE,YoshinoriTAKEUCHIandKentaroTsuJIHARA

Inthepresentstudytheauthertriedtoanalyzetheinternaltournamentswith
theaidofanalyticalmethodofJudomatchesthatwasusedinEurope.
Majorresultswereasfollows.

1) Theplayerwhoperfomedlotsoftechniqueswonthevictoryinalmost
matches.TherewasincreaseofSeoinage,Harai-goshi,andHarai一makikomi
incomparisonwithpasttournaments.
2) Atme仇odsofgrasping,morethan50percentplayersgrappledwithleft-side
ofgrasplng.TheplayergrasplngWithleft-sidewasadvantageousonthis
analysis.
3) Manyofplayersweregivenpenaltyfornocombativeness,andtheywere
glVenitbyinternationalruleearlierthanbyKodokanrule.
4) AccordingtothescoresofwhichwerethreeofthebestplayersinJapan,
playerY,Ymadeagoodrecordasforprocessoftimeandnumberoftechni-
ques,inthemeanwhileplayerY.Mexceledindirectionsoftechniques.
5) Therewasincreaseoflos㌻time,howeverfrequencyinsteppingoutofa
dangerouszonedecreased.
6) About50percentofloss-timewascausedbysteppingoutofadangerous
zone,almostotherloss-timewascausedbystationariness,penaltyofnocomba･
tiveness,medicaltreatmentofawound,anddisorderofcostume.
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